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たとえば, ドイツ基本法 1条1項には,「人間の尊厳は不可侵である。それを尊重 し,保護することはあ
らゆる国家権力の義務である」と謳われている。人間の尊厳は不可侵である。 したがつて,たとえ連邦議会
の 3分の 2の多数をもつて憲法改正が求められても,この保護の保証を取 り除いたりすることは出来ないと
ぃぅ。(1)
ドイツだけではない。ギリシャ,アイルランド,イタリア,ポル トガル,スイス,スウエーデン,スペイ




にまで盛 り込まれている。 Ubereinkonlmen zulll Schutz der Menschenrechte und Menschenwinlrde im
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スがある。」 例 としてしばしば正当防衛の場合が挙げられる。 「したがつて,最も重要な個人の権利であ
る,生への権利は,人間の尊厳の保持への権利に必ずしも含まれていない。」と結論する。
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ものである。彼 らは最初この主観主義を直接に攻撃 している。すなわち,傷つけられるとい う基準は保護領
域を納得のいくような仕方で制限することができないし, 自己自身に対する義務を無視 しているし, とりわ
け分析的概念分類の成果 として理解されえないからである。 しかしこのように傷つけられるとい うことが決
定的な基準であるという仮説の下でも,胚は将来のΦである故に胚も傷つけられるから,胚から強い保護の
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